
き
お

広報

1
2010

ふれあい五箇にて　12 月1日

※12ページに関連記事

特
集
まちの１年を振り返る
行財政改革の取り組み内容
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まちの１年を振り返るまちの１年を振り返る
回想2009回想2009

　平成21年も残すところわずか。本町が発足して５周年という

節目の年は、世界中で経済の停滞が続くなか、新たなまちづく

りを行っていく上で、大きな転換期となったように思います。広

報でお伝えしてきたことを中心に、この1年を振り返ります。

「隠岐の海」十両昇進　隠岐から51年ぶり 1/28
大
相
撲
初
場
所
で
見
事
幕
下
全
勝

優
勝
を
果
た
し
た
、「
隠
岐
の
海
（
福

岡
改
め
）」
が
隠
岐
出
身
力
士
と
し
て

51
年
ぶ
り
の
十
両
昇
進
を
決
め
ま
し

た
。隠

岐
の
海
は
今
年
最
後
と
な
る
九

州
場
所
を
西
十
両
五
枚
目
の
過
去
最

高
位
で
迎
え
、
８
勝
７
敗
と
勝
ち
越
し

ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

隠
岐
汽
船
運
賃
値
下
げ

3/1

原
油
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
る
経
営
難
が

問
題
と
な
っ
た
隠
岐
汽

船
。今

年
３
月
、
経
営
状

態
が
改
善
し
た
こ
と
か

ら
平
均
８
．
９
％
の
運

賃
値
下
げ
（
８
月
に
も

再
値
下
げ
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

隠
岐
汽
船
は
昨
年
２
回
の
運
賃
値
上
げ
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
公
開
放
送

4/12

合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
N
H
K
の
ど
自

慢
の
公
開
放
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
選
会
に
は
１
５
９
組
が
参
加
、
う
ち
20
組

が
本
選
に
出
場
、
お
よ
そ
千
六
百
人
の
観
衆
を

前
に
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。

隠岐の海の母校水産高校では記念セレモニー、

役場庁舎にはお祝いの垂れ幕が懸垂されました。

公開放送の様子。ゲストで石川さゆりさ

ん、秋元順子さんが来島しました。
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新
隠
岐
病
院
基
本
設
計
決
ま
る

5/23

新
隠
岐
病
院
の
基
本
設
計

が
決
ま
り
、
建
設
に
向
け
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
平
成
24
年
春
の
開
院
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

西
郷
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式

公
共
下
水
道
供
用
開
始

7/13

西
郷
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
が
始
ま
り
、
西
郷
地
区
で

公
共
下
水
道
の
供
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。

処
理
人
口
一
万
人
超
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
手
数
料
改
正

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
も
施
行

10/1

平
成
19
年
８
月
豪
雨
災
害

復
旧
事
業
完
了

10/10

ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
、

10
月
１
日
か
ら
ご
み
処
理
手

数
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
た
め
の

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
も
６
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。　

�
�
�
�
袋
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

一
昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら

２
年
余
り
。
災
害
復
旧
工
事
が

ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
を
祝
い
、

竣
工
記
念
式
典
が
被
害
の
大

き
か
っ
た
油
井
地
区
で
行
わ

れ
ま
し
た
。総
工
費
約
68
億
円
。

～10/25隠岐の島町合併５周年
町花町木と新名誉町民の発表や記念事業行われる

隠
岐
の
島
町
が
発
足
し
て
５
周

年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
の
花
「
隠
岐
し
ゃ

く
な
げ
」
町
の
木
「
杉
」
が
発
表
さ

れ
、
西
郷
湾
で
は
３
，
５
０
０
発
の

花
火
を
打
ち
上
げ
る
大
花
火
大
会
も

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 8月14日に西郷湾で行われた大花

火大会の様子

10/28
隠岐諸島が日本ジオパーク登録地に認定

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ
て
５
カ
月
、
隠
岐
諸

島
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
地
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
を
目
指
し
ま

す
。

FＬ ASH BACK 2009
1月
・23 日　町内で国内 2 例目の1940 年代に作成された竹島記

載の大型地図発見

・26日　隠岐の島町東京会設立

・28日　隠岐の海十両昇進。 隠岐出身力士として 51 年ぶり

2月
・25日　三遊亭楽太郎と小遊三の落語二人会

3月
・1日　隠岐汽船運賃平均 8.9％値下げ （8月にも再値下げ）

・1日　まちづくりシンポジウム開催。 住民と協働によるまちづくり

めざす

・26 日　高速通信光ファイバー網の要望書を NTT に提出。 町

内約２，３００世帯の署名が集まる

4月
・11日～12日　NHK のど自慢 in 隠岐の島町開催

・19 日　隠岐の島町議会議員一般選挙

5月
・19 日～　関西からの修学旅行受け入れ開始。 6 校 755人が

来島

・23日　新隠岐病院基本設計決定。 平成 24 年開院予定

・29 日　大久地区寺空橋開通式。 県道西郷布施線が全線復

旧

6月
・10 日　隠岐の島町ノーレジ袋デー施行

・15日　隠岐ジオパーク推進協議会設立

・ 21日　第4回隠岐の島ウルトラマラソン開催。575人のランナー

が参加

7月
・1日　 隠岐の島町図書館開館10 周年、 入館者数 60万人超

・13日　西郷浄化センター通水式。 処理人口10,500人を予定

・14日　西田下西間に新農道 （西田二期地区農道） 開通

・17日　ジェット機就航 （8月31日までの搭乗率 76.9％）

・22日　46 年ぶりに日本で皆既日食。 隠岐では部分日食

・25日　本町出身の民謡歌手ゆかりさんが隠岐島文化会館で

「ゆかりの音返し （おんがえし） コンサート」 開催

・25日～26日　第11回全国水産・海洋高等学校カッターレー

ス大会が隠岐水産高校で開催。 全国から 16 校が

参加

8月
・6日～ 9 日　第 2 回全国離島野球交流中学生大会開催。 全

国から16 チームが参加。 隠岐の島町代表の西郷南

中学校と五箇中学校野球クラブはともに準決勝進出

・14 日　隠岐の島町合併 5 周年大花火大会。 約 3,500 発打

上げ

・17日　五箇ミラクルズ、 全日本学童軟式野球大会でベスト８に

・27日　広域観光ネットワークが始動。 「松江・境港・ 隠岐観

光振興協議会」 設立

9月
・13日　9 年ぶりに消防団操法訓練開催

・24日　定額給付金給付状況。 7,346 世帯 （99.49％） に支給

10月
・1日　ごみ処理手数料改正

・10 日　豪雨災害復旧事業竣工記念式典行わる。 被災 551

箇所をおよそ２年間総工費 68 億円をかけ復旧事業が

完了。

・25日　隠岐の島町合併 5 周年記念表彰式開催。 町の花 「隠

岐しゃくなげ」、 町の木 「杉」 を発表。 砂原秀遍氏に

新たに名誉町民の称号を授与

・28日　隠岐諸島が日本ジオパーク登録地に認定

・ 新型インフルエンザによる島内の小中学校の学級閉鎖

や各種イベント中止が相次ぐ

11月
・18日　6月に業務開始したコールセンターの新社屋完成
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平成２０年度効果額５億８千万円（試算値）
全体計画の約８０％が順調に進む

特集行財政改革
隠岐の島町は自主・自立に向けたまちづくりを進める

ため行財政改革に取り組んでいます。

このほど、平成２０年度の実績がまとまりましたので、

その内容についてお知らせします。

平成２０年度効果額５億８千万円（試算値）
全体計画の約８０％が順調に進む
平成２０年度効果額５億８千万円（試算値）
全体計画の約８０％が順調に進む
平成２０年度効果額５億８千万円（試算値）
全体計画の約８０％が順調に進む

行財政改革の進捗状況平成２０年度効果額の内訳

達成 
19%

順調 
61%

遅れている 
14%

著しく遅れている 
6%

職員等の定員
適正化 
36.8%

人件費の抑制 
40%

外郭団体の見
直し 0.2%

施設管理費
の節減 

7%

財源の確保 
13%

事務事業の
見直し 3%

本
町
�
置
�
�
�
�
�
危
機
的
財
政
状
況

�
乗
�
越
�
��
自
主
��
自
立
�
�
向
�
�

�
�
�
�
�
�
進
�
�
�
�
�
�
�
�
平
成
17

年
度
�
�
隠
岐
�
島
町
行
財
政
改
革
大
綱
�

�
�
実
施
計
画
�
17
�
21
年
度
��
�
策
定
�
�

行
財
政
改
革
�
取
�
組
�
�
�
�
�
�
�

�
�
結
果
�
平
成
20
年
度
末
�
�
�
�
進

捗
状
況
�
�
実
施
計
画
�
36
�
取
�
組
�
項

目
�
内
�
約
80
�
�
達
成
�
�
�
順
調
�
進
�

�
�
�
状
況
�
�
�
�
�
�
�
�

一
方
�
超
過
税
率
�
適
用
�
新
規
受
益
者

負
担
金
�
創
設
等
�
慎
重
�
対
応
�
必
要
�

�
�
�
項
目
�
遅
�
�
�
�
状
況
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
中
�
計
画
�
最
終
年
度
�
�
�

現
行
�
�
隠
岐
�
島
町
行
財
政
改
革
大
綱
�

�
替
�
�
�
第
�
次
隠
岐
�
島
町
行
財
政
改

革
大
綱
�
�
今
年
度
中
�
策
定
�
�
限
�
�

�
財
源
�
効
率
的
�
�
効
果
的
�
執
行
�
努

�
�
�
�
�
今
後
�
�
自
主
�
自
立
�
�
�

�
�
�
�
�
実
現
�
向
�
更
�
�
取
�
組
�

�
行
�
�
�
�
�
�
�

平
成
20
年
度
効
果
額
約
�
億
�
千
万
円

平
成
20
年
度
に
お
け
る
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
効
果
額
（
試
算
値
）
と
し
て
は
、
人

件
費
や
職
員
数
の
削
減
、
公
有
財
産
の
売
却
、

公
共
施
設
の
管
理
経
費
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、

約
５
億
８
千
万
円
の
効
果
額
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
17
年
度
か
ら

の
効
果
額
を
合
わ
せ
る
と
約
15
億
７
千
万
円

に
な
り
ま
す
。

職
員
数
�
�
�
�
効
果

�
20
年
度

�
19
年
度

�
18
年
度

�
17
年
度

退
職
勧
奨
制
度
や
早
期
退
職
優
遇
制
度
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在

の
一
般
職
員
数
は
、
前
年
に
比
べ
て
９
人
減
の

２
９
７
人
（
医
師
２
人
を
除
く
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
17
度
と
比
べ
る
と
43
人
の
減
員
と

な
り
ま
し
た
。

7.0
効果額の推移 （単位：億円）

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

財
政
状
況
�
�
�
�
効
果

� 

基
金
造
成
�
貯
金
�

将
来
の
財
政
運
営
の
弾
力
性
を
高
め
る
た

め
、
平
成
19
・
20
年
度
に
合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
「
地
域
振
興
基
金
」
を
そ
れ
ぞ
れ
10
億
円

積
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
20
年
度
末
の

360
職員数 （単位：人）

340

320

300

280

260

240

220

200

0
�
20
年
度

�
19
年
度

�
18
年
度

�
17
年
度

�
21
年
度
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基
金
残
高
は
約
36
億
６
千
万
円
と
な
り
、
平
成

16
年
度
末
比
、
約
15
億
６
千
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

�
町
債
�
残
高
�
�
�
�
残
高
�

行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
施
と
事
業
計
画

に
基
づ
く
予
算
編
成
等
に
よ
っ
て
、
平
成
20

年
度
末
の
町
債
残
高
は
約
２
７
４
億
円
と
な

り
、
平
成
19
年
度
に
比
べ
約
15
億
８
千
万
円

減
少
し
ま
し
た
。
町
村
合
併
年
度
に
比
べ
る
と

58
億
７
千
万
円
減
少
と
な
り
ま
す
。

�
町
�
行
財
政
改
革
進
捗
状
況
�
�
�
�
�

詳
細
�
隠
岐
�
島
町
�
�
�
�
�
�
�
�
覧
�

�
�
�
�

�
隠
岐
�
島
町
役
場
企
画
財
政
課
行
革
推
進
室

�

電
話
�-

�
�
�
�

基金残高 （単位：億円）

�
21
年
度

�
20
年
度

�
19
年
度

�
18
年
度

�
17
年
度

�
16
年
度

40

35

30

25

20

15

10

5

0
�
21
年
度

町債の残高 （単位：億円）
350

300

250

200

150

100

50

0
�
20
年
度

�
19
年
度

�
18
年
度

�
17
年
度

�
16
年
度

●行政の効率化（効果額 約４億８，３００万円）

人件費の抑制

町長等の給与額削減（町長２５％、副町長２０％、教育長１９％）、職員給与費削減（８
～１４％）、議員報酬額削減（１０％）、教育・農業・監査委員の報酬額削減（１０％）、農
業委員の定数見直し（１０人減員の定員１６人に）、職員の特殊勤務手当ての見直し（H
２１年度より実施予定）

施設管理費の節減

小中学校の統廃合について調整（飯田小、大久小、中村小、布施小、那久小、中村中、
布施中についてH２２年４月に統合予定）、布施・都万給食センターの廃止（H22 年 3月
末西郷給食センターに統合）、業務の一部委託（クリーンセンター等）について民間委託
へ移行（H２１年４月より実施）

職員等の定員適正化
平成２０年４月職員数３０６人（１９年度比▲１５人）※平成２１年４月職員数２９７人（医
師２人を除く）、退職勧奨制度及び早期退職優遇制度に基づき退職者を募る

行政組織の見直しと
職員の意識改革

平成２０年４月組織の見直し（本庁１２課４室）※平成２１年４月に再度組織の見直しを
実施（支所２課を廃止）、人事評価制度の試行を実施

職場内の情報の共有化 ネットワークシステムの充実

住民との情報の共有化
町総合誌、お知らせ便、町ホームページ等の内容充実
による住民への情報提供促進

●事務事業の見直し（効果額 約１，６００万円）

事務事業の見直しと行政
評価システムの構築

事業評価システムの継続試行、施設管理経費の更なる
削減、公用車の削減H２０年４月１６６台（１９年度比
▲１１台）

民間活力の活用
指定管理者の再公募を実施（４２施設）・指定管理者制
度の導入促進（H２０年度２施設を公募）

住民参加と協働システム
の構築

各種審査会への住民参加促進、各種シンポジウムの開催
及びパブリックコメントの実施

●財源の確保（効果額 約７，７００万円）

受益者負担の適正化
公共施設使用料等の減免規定の見直し及び類似施設の
料金統一（H２０年４月施行）、ゴミ手数料の見直しに
向けて調整（H２１年１０月施行）

公有財産の有効活用
公有財産の売却促進（H２０年度売却実績１６件　
５，５５７万円）、公有財産のデータ収集・整理

町税等の徴収率の向上 徴収体制の更なる強化
●財政指標の改善

基金の造成 合併特例債を活用し「地域振興基金」を積立（１０億円）
起債制限比率の抑制 繰上げ償還の実施（H２０年度　約１億９千万円）
●広域行政の見直し（効果額 約１００万円

外郭団体の見直し
隠岐観光協会を廃止し隠岐観光連絡協議会（隠岐ツ
アーセンター）を設置（H20 年 4月）

平成２０年度　行財政改革の主な取組み内容

一部業務委託中のクリーンセンター

住民参加と協働を目指すまちづくり

シンポジウムを開催

売却した町有地（要木）

※平成 21 年度は予定額※平成 21 年度は予定額
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安心してくらせる地域をめざして
大久地区第３回防災訓練実施

11/ ８

大久では、平成１９年に自主防災組織を設置して以
来、毎年、地域をあげて防災訓練を行っています。
今年は、洪水を想定した避難訓練に、住民１５０人

余りが参加し、車いすや担架を使った避難方法等を学
びました。
また、引き続いて、消火器や消火栓の使い方につい

て確認しました。

仙谷由人大臣来町
地域コミュニティ最前線を視察

11/23

１１月２３日、内閣府特命担当大臣（行政刷新担当）
の仙谷由人氏が当町を訪れ、大久の慈光保育園と中
村のさざえ村を視察しました。
慈光保育園は地域主体で運営されている点、さざ

え村は幅広くコミュニティビジネスを展開している点
に、大臣が注目。それぞれの現場の「生の声」を聞
きたいと、隠岐学セミナーでお馴染みの松本健一氏
（作家・評論家）に相談、同セミナースタッフの協力
の下実現したものです。
関係者の説明に熱心に聞き入っていた大臣は、「ぜ

ひ、今後の政策に活かしていきたい。」と本町での視
察、懇談に大きな収穫を感じた様子でした。
（写真①～③慈光保育園にて　④さざえ村にて）

日本ジオパーク認定
記念シンポジウム11/28

今年１０月に隠岐諸島が日本ジオ
パークに認定されたことを記念し、町
ふれあいセンターでシンポジウムが開
催されました。隠岐の地質や生態系に
ついて考えるこの催しに、約１３０名の
参加があり、ジオパークに対する関心
の高さを示していました。

五箇中学校生徒が
観光企画を提案11/27

五箇中学校生徒３名が、隠岐観光
に関する企画を作成、役場本庁を訪
れ、職員を前に提案を行いました。
オキタンポポの根と藻塩を使った

うどんや独自のキャラクター商品な
ど、若く柔軟な発想による企画に、
職員も感心しきりでした。

コールセンター業務の
拠点施設完成11/18

コールセンター業務を行う㈱CTU
の新社屋が城北町に完成し、１８日、
完工式が行われました。
今年６月から業務がスタートしてい

る同社は、２０１０年末度末までに、
約６０人の採用を予定しており、町内
の雇用拡大に期待が高まります。

① ②

③ ④



隠
岐
の
島
町
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、

各
種
功
労
者
を
表
彰

隠
岐
の
島
町
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、
10
月

25
日
、
隠
岐
の
島
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、

各
分
野
で
町
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、「
町
の
花
」「
町
の
木
」

選
定
に
つ
い
て
、
優
秀
作
品
を
寄
せ
ら
れ
た
方

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
地
方
自
治
功
労(

�
�
�
名
�

青
砥
秀
行 

安
部
昭 

安
部
健
一 

安
部
脩
子

安
部
正
道 

飯
野
清
志 

池
田
高
明 

池
田
吉
宗

石
田
茂
夫 

石
橋
卓
郎 

石
原
由
一 

稲
葉
修
三

今
村
義
明 

井
元
信
子 

宇
野
勝
人 

大
上
進

大
田
二
德 

小
川
清
人 

奥
正
稔 

奥
田
靜

奥
元
良
市 

小
野
昇
一 

小
野
昌
士 

重
栖
真
快

鍛　

剛 

上
川
晃
一 

亀
井
平
次
郎

亀
沢
君
江 

河
内
秀
壽 

岸
田
繁
秋 

木
瀨
一
郎

清
川
安
二 

黒
崎
寛
一 

黒
田
吉
太
郎

小
柏
美
金 

齋
藤
武
也 

斎
藤
福
四 

齋
藤
典
寛 

坂
忠
文 

坂
本
幸
雄 

佐
々
木
菊
雄

佐
藤
康
子 

澤
八
三
郎 

菅
谷
頼
信 

是
津
輝
和

髙
尾
政
雄 

髙
村
順
幸 

澤
和
廣
四 

田
中
淳
雄

田
中
一
隆 

田
中
大
策 

塚
根
元
義 

寺
島
義
行

中
林
弘 

永
海
治 

永
海
ハ
ル 

灘
脇
清

西
田
公
正 

西
村
利
夫 

野
津
信
雄 

野
津
幸
夫

濱
坂
巌 

原
茂
憲 

春
木
冨
益 

平
山
熊
雄

藤
野
薫 

藤
野
德
二
郎 

藤
村
一
男　

古
川
亀
夫 
前
釜
弘
忠 

前
本
修
兵 

松
森
豊

眞
野
薫 
眞
野
誠
一
郎 

宮
脇
芳
雄　

村
上
只
信 

村
上
好
一 

村
上
嘉
郎 

村
田
義
郎

室
山
平
三
郎 

毛
利
道
生 
森　

正 

森
崎
新

森
田
尅
匡 

森
田
眞
行 
森
脇
忠
雄 

栁
原
則
之

山
川
瑛 

山
川
文
定 
山
口
貞
美 

山
口
武
由 

山
下
勇
一 

山
田
加
太
市 

山
名
繁
幸　

八
幡
朗 

吉
田
昭 

吉
田
昌
作 
吉
田
十
二

吉
田
政
司 

吉
田
義
隆 

米
澤
熊
太
郎 
和
田
剛

●
消
防
功
労
�
99
名
�

安
部
爲
一 

阿
波
三
省 

安
藤
幸
人 

池
田
立
信

池
本
勝
一 

泉
昌
則 

 

岩
敷
和
則 

大
田
昭
一

奥
森
才
義 

長
田
孝
雄 

長
田
春
夫 

長
田
壹

長
田
正
夫 

重
栖
貫 

重
栖
衞 

岸
本
省
三

北
﨑
武
久 

斎
賀
要 

齋
賀
定
男 

齋
賀
繁
男

齋
賀
登 

齋
賀
廣
人 

齋
藤
和
茂 

齋
藤
利
直

齋
藤
信
義 

齋
藤
昇 

坂
口
才
太
郎

坂
田
仁
人 

坂
田
松
夫 

坂
田
光
幸　

佐
々
木
菊
保 

澤
尾
勝
美 

敷
水
普
作

仕
立
旭 

菅
谷
武
夫 

杉
原
重
男 

鈴
木
光
元

是
津
達
己 

是
津
俊
也 

髙
梨
金
利 

高
宮
達
明

髙
宮
政
文 

髙
宮
守
國 

髙
村
順
幸 

田
中
太
十

田
中
靖 

田
中
井
勇 

田
中
井
秀
和

塚
根
元
義 

坪
倉
一
郎 

鐡
見
作
男 

戸
田
栄
一

中
西
鐵
三 

永
海
武
也 

永
海
松
一 

灘
脇
清

野
津
岸
郎 

春
木
國
孝 

平
木
登 

福
浦
清
貴

藤
川
芳
人 

藤
田
隆
行 

藤
田
則
善 

藤
田
彦
一

藤
田
廣
四 

藤
田
學 

藤
田
三
男 

藤
野
昭

藤
野
常
夫 

藤
野
宏
晃 

藤
山
全
立 

古
岡
德
男

牧
野
克
巳 

升
崎
勝
吉 

松
井
勝
朋 

眞
野
達
男

三
次
重
信 

宮
本
彰 

村
上
清
明 

村
上
滝
信

村
上
只
信 

村
上
安
文 

村
田
正
弘 

森
崎
新

森
田
眞
行 

安
井
昭
一 

柳
原
誠 

山
口
義
一

山
下
雅
人 

山
根
隆
徳 

山
本
公
昭 

八
幡
又
春

八
幡
幸
春 

横
田
英
幸 

吉
田
昌
作　

若
本
喜
代
繁 

脇
坂
敏
治 

脇
坂
博
明　

和
田
正
夫

●
教
育
功
労
�
27
名
�

忌
部
正
孝 

宇
野
保 

木
瀨
一
郎　

黒
澤
フ
サ
子 

斎
藤
克
彦 

齋
藤
矗
一

斎
藤
正
子 

酒
井
榮
一 

柴
原
康
子 

高
梨
剛

高
梨
俊
夫 

谷
口
正 

堤
忠
美 

堤
俊
夫　

中
川
惠
子 

長
野
正
晄 

野
津
徳
重 

野
津
大

長
谷
川
典
子 

早
川
秀
敏 

半
田
洋
治

藤
村
一
男 

増
谷
琴
子 

村
尾
秀
信 

村
上
操

柳
原
忠
正 

横
田
芳
光

●
保
健
�
福
祉
�
医
療
功
労
�
38
名
�

明
岩
男 
安
部
吉
三
郎 

石
田
茂
夫

井
上
惠
美
子 
井
上
與
子 

大
田
一
德

長
田
章 

重
栖
省
吾 

金
岡
弘
子 

神
田
利
作

黒
田
ヒ
サ
ミ 

小
新
マ
サ
子 

齋
藤
勇

齋
藤
寛 

佐
々
木
文
子 
佐
々
木
ミ
ワ
コ

佐
藤
シ
ズ 

是
津
輝
和 
髙
梨
賢
治　

常
角
千
惠
子 

長
谷
川
彧
夫 

林
ま
つ
子

福
井
正
八 

福
岡
夏
雄 

本
多
國
子 

前
廣
延
子

増
本
ス
イ
子 

的
射
利
定 

眞
野
信
子　

眞
野
フ
ク 

村
上
コ
タ
ミ 

村
上
武
子

村
上
光
定 

村
上
好
一 

森
脇
松
枝 

吉
井
益
子

吉
田
昭 

若
林
ミ
ホ
子

●
環
境
衛
生
功
労
�
�
名
�

田
中
芳
文　

中
上
コ
フ
ミ　

野
津
大

●
農
林
水
産
功
労
�
10
名
�

池
田
裕
茂 

葛
西
清
秀 

土
井
福
弘 

濱
田
利
長

原
茂
憲 

前
釜
弘
忠 

松
森
豊 

眞
野
誠
一
郎

村
上
只
信 

八
幡
昭
三

●
商
工
観
光
功
労
�
26
名
�

安
部
仁
平 

池
田
裕
茂 

井
上
類
子 

大
江
賢
二

重
栖
真
快 

梶
谷
夲 

門
脇
林
市 

金
田
吉
弘

近
藤
武 

櫻
谷
幸
雄 

澤
和
廣
四 

德
田
輝
夫

野
村
吉
秀 

服
部
俊
彦 

濱
田
博
信 

藤
田
千
鶴

藤
田
甫 

藤
村
一
男 

牧
尾
和
嘉 

松
本
秋
野

山
根
照
信 

山
本
雅
則 

八
幡
浩
二 

吉
崎
博
章

吉
田
十
二 

脇
田
文
男

●
篤
行
�
善
行
功
労
�
10
名
�

安
部
幸
夫 

井
上
類
子 

奥
山
ハ
ギ
イ

葛
西
清
秀 

清
川
庄
一 

平
木
吉
郎

菅
谷
眞
須
良 

長
野
正
晄 

森
口
光
春

吉
田
光
秋

�
町
�
花
��
町
�
木
�
入
賞
者
表
彰

●
町
�
花
表
彰
�
�
名
�

藤
田
直
輝 

村
上
光
定 

栗
山
早
紀 

山
川
竜
史

●
町
�
木
表
彰
�
�
名
�

日
野
茂
美 

畑
田
友
理 

赤
沼
友
里 

藤
野
香
保

7
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〝
脱
・
滞
納
〞
を応援

し
ま
す

〝
脱
・
滞
納
〞
を応援

し
ま
す

〝
脱
・
滞
納
〞
を応援

し
ま
す

早
期
�
完
納
�
安
心
�
暮
�
�
�
�

滞
納
額
�
現
状

町
民
の
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
民

税
や
国
保
税
、
ま
た
水
道
料
や
公
営
住
宅
料

な
ど
（
以
下
、「
町
税
等
」
と
い
う
。）
の
滞

納
額
は
、
平
成
20
年
度
末
で
２
億
８
千
百
万

円
余
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

（
内
訳
は
左
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

財
源
確
保
�
公
平
負
担

町
税
等
は
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
教
育
、

ご
家
族
の
医
療
や
福
祉
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
財
源
で
す
。

も
し
滞
納
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
他

の
町
民
に
負
担
を
求
め
る
か
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
と
し
て
も

滞
納
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
�
損

税
の
滞
納
金
に
は
、
法
に
よ
っ
て
延
滞
金

が
課
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
か
ら
一
ヶ
月
目
ま

で
は
４
．
５
％
（
現
在
）、
２
ヶ
月
目
か
ら

１
４
．
６
％
の
年
利
で
賦
課
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
の
送
付
１
回
に
つ
き

１
０
０
円
の
手
数
料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
名
�
徴
収
体
制
�

滞
納
の
抑
制
の
た
め
に
、
本
年
度
８
月
か

ら
町
職
員
の
全
課
長
＋
徴
収
係
員
に
、
総
て
の

課
長
補
佐
・
係
長
が
加
わ
り
、
総
数
１
２
５
名

の
全
庁
体
制
で
徴
収
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
き
め
細
か
な
対

応
が
可
能
と
な
り
、「
早
期
完
納
の
実
現
」
と

「
新
た
な
滞
納
抑
止
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

納
付
�
猶
予
�
減
免

大
き
な
風
水
害
や
火
災
、
病
気
や
負
傷
、

事
業
の
廃
止
等
に
よ
り
、
町
税
等
の
納
付
が

著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
納
付

が
猶
予
さ
れ
た
り
減
免
さ
れ
る
よ
う
に
町
の

条
例
等
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
心
当
た

り
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
問
�
合
�
��

隠
岐
�
島
町
役
場

税
務
課
納
税
推
進
室
�
�-

�
�
�
�
�

滞納額内訳 （平成２０年度末）

保育料

19,986 千円 

軽自動車税
2,677 千円 

住宅料

18,853 千円 

下水道料

2,162 千円

簡易水道料

8,705 千円

町民税
 34,651 千円 

固定資産税
 48,432 千円 

国保税
 90,233 千円 

上水道料
 56,017 千円 

西郷港ターミナルビルの増築・改修が行われます
現在、 西郷港の港湾整備事業が進められていますが、 このほどその一環として、 平

成２２年８月の供用開始をめざし、西郷港ターミナルビルの増築・改修工事が行われます。

新しいターミナルビルは、 ２１世紀の新しい隠岐の表玄関にふさわしいデザインとなる

よう計画され、 混雑時の不便解消やトイレの改修などによる快適性の向上が図られるよ

う配慮されています。

また地元産品の販売や観光情報の提供などによる機能充実が図られます。

トピックス

完成予想図
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農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！ 

第
3
回

シリーズ
�
農
地
法
等
�
改
正
�
�
�
�
�

�
農
地
�
権
利
移
動
�
規
制
�
見
直
�

（
改
正
農
地
法
第
３
条
第
２
項
、
第
３
項
）

◇
現
在
、
法
人
が
農
地
を
借
り
る
場
合
は
、

原
則
、
農
業
生
産
法
人
（
※
注
１
）
の
要
件

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

農
地
法
の
改
正
後
は
、
一
定
の
要
件
は
あ
る

も
の
の
、
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
も
、

農
地
を
借
り
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

〈
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
が
農
地
を
借
り

る
場
合
の
許
可
要
件
〉

①
農
地
の
す
べ
て
を
効
率
的
に
利
用
し
て
耕

作
の
事
業
を
行
う
こ
と
。

②
経
営
面
積
の
合
計
が
、下
限
面
積
（
※
注
２
）

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

③
周
辺
の
農
地
利
用
に
悪
影
響
を
与
え
な
い

こ
と
。

④
農
地
を
適
正
に
利
用
し
て
い
な
い
場
合
に
、

貸
借
を
解
除
す
る
旨
の
条
件
が
契
約
に
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
地
域
に
お
け
る
他
の
農
業
者
と
の
適
切
な

役
割
分
担
の
下
に
、
継
続
的
か
つ
安
定
的
に

農
業
経
営
を
行
う
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

⑥
法
人
の
場
合
、
業
務
執
行
役
員
の
う
ち
、
一

人
以
上
の
者
が
農
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と
。

�
注
�
「
農
業
生
産
法
人
」
と
は･･･

農
業
者

な
ど
の
農
業
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
組
織

さ
れ
た
農
業
を
行
う
法
人
で
す
。

�
注
�
「
下
限
面
積
」
と
は･･･

農
地
法
第
３

条
の
許
可
を
受
け
、
耕
作
の
た
め
に
農
地
及

び
採
草
放
牧
地
の
所
有
権
な
ど
の
権
利
を
取

得
す
る
場
合
、
取
得
後
に
お
い
て
最
低
限
50

ア
ー
ル
の
耕
作
面
積
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
面
積
を
下
限
面
積
と
言
い
ま

す
。
但
し
、
こ
の
下
限
面
積
に
つ
い
て
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
都
道
府
県
知
事
が
50
ア
ー

ル
の
範
囲
内
で
最
低
経
営
面
積
（
別
段
面
積
）

を
設
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
隠
岐
の
島
町
で

は
、
こ
れ
を
適
用
し
、
現
在
30
ア
ー
ル
を
下

限
面
積
と
し
て
い
ま
す
。（
尚
、
農
地
法
の
改

正
後
は
、
下
限
面
積
は
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
農
業
委
員
会
の
判
断
で
決
定
さ
れ
ま
す
。）

�
遊
休
農
地
対
策

◇
現
在
の
遊
休
農
地
（
※
注
３
）
対
策
は
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
、
市
町
村

が
指
定
し
た
農
地
（
要
活
用
農
地
）
に
つ
い

て
の
み
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
地
法
の
改
正
後
は
、

農
地
法
（
改
正
）
に
基
づ
き
、農
業
委
員
会
が
、

全
て
の
遊
休
農
地
を
対
象
に
利
用
状
況
を
調

査
、
把
握
し
、
農
地
の
有
効
利
用
の
徹
底
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◇
ま
た
、
農
地
法
の
改
正
後
は
、
遊
休
農
地
の

所
有
者
等
に
対
す
る
指
導
、
通
知
、
勧
告
ま
で

の
手
続
き
を
農
業
委
員
会
が
一
貫
し
て
行
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
有
者
の
不
明
な
遊
休
農

地
の
利
用
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

�
注
�
：
「
遊
休
農
地
」
と
は･･･

も
と
も
と

は
耕
作
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
作
物
が
栽

培
さ
れ
ず
、
今
後
も
耕
作
さ
れ
る
見
込
み
が

な
い
土
地
。

�
�
問
�
合
�
�

隠
岐
�
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局
�
役
場
農

林
水
産
課
内
�
電
話 

�-

�
�
�
�

①

②

③

④

⑤

⑥

隠
岐
の
島
町
で
は
、
本
年
度
、「
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
助
成
を
受
け
、
次

の
と
お
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
が
実
施

す
る
施
設
、
設
備
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を

行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
が
自

主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を

図
り
、
地
域
の
連
帯
感
や
自
治
意
識
が
高
め

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

�
�
問
�
合
�
�

隠
岐
�
島
町
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

電
話 

�-

�
�
�
�
�
課
直
通
�

�
写
真
説
明
�
一
般
�
�
�
�
�
�
助
成
事
業
�

�
八
田
区
�
祭
具
�
盆
踊
�
用
具
整
備

�
箕
浦
区
�
�
�
�
�
�
集
会
所
備
品
整
備

�
布
施
自
治
会
�
�
�
�
�
備
品
整
備

�
下
西
区
�
�
�
�
�
�
集
会
所
備
品
整
備

�
南
方
自
治
会
�
集
会
所
備
品
整
備

�
武
良
自
治
会
�
�
�
�
�
備
品
整
備

地
域
に
活
力
を
！

 

�
宝
�
�
�
助
成
金
�
役
立
�
�
�
�
事
業
�

地
域
に
活
力
を
！

 

�
宝
�
�
�
助
成
金
�
役
立
�
�
�
�
事
業
�

地
域
に
活
力
を
！

 

�
宝
�
�
�
助
成
金
�
役
立
�
�
�
�
事
業
�

農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！ 

第
3
回

農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！ 

第
3
回
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「
北
小
学
校
」
の

校
章
デ
ザ
イ
ン
決
定
！

北
小
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、

隠
岐
の
島
町
民
を
対
象
に
一
般
公
募
を
行

い
、
34
名
の
方
か
ら
47
作
品
の
応
募
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
選
考
に
当
た
っ
て
は
、
７
名

の
委
員
か
ら
な
る
選
考
委
員
会
で
厳
正
に
審

査
を
行
い
、
最
優
秀
賞
１
作
品
と
入
賞
２
作

品
を
選
定
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
中
村
小
・
布
施
小
学

校
統
合
準
備
委
員
会
（
11
月
19
日
開
催
）
に

お
い
て
承
認
さ
れ
、
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員

会(

25
日
開
催
）
で
、
北
小
学
校
の
校
章
デ

ザ
イ
ン
が
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
・
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で

す
。

�
最
優
秀
賞
�
採
用
作
品
�

石
田　

百
さ
ん
応
募
作
品

今
回
は
、
隠
岐
の
島
の
岩
石
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
『
隠
岐
片
麻
岩
（
お
き
へ

ん
ま
が
ん
）』
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
、
大
満
寺
山
周
辺
に
分
布
し
島

後
の
基
盤
を
構
成
し
て
い
る
岩
石
で
す
。

２
億
５
千
万
年
前
か
ら
１
億
年
前
に
で

き
た
も
の
で
、
約
30
億
年
前
の
鉱
物
（
ジ

ル
コ
ン
）
や
、宝
石
で
知
ら
れ
る
ガ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
粒
を
含
む
こ
と
か
ら
、
日
本
が

大
陸
の
一
部
だ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
岩

石
で
す
。

片
麻
岩
は
、
日
本
で
は
島
後
と
飛
騨
地

方
で
み
ら
れ
ま
す
。

隠
岐
で
は
、
庭
石
や
敷
石
、
文
化
財
な

ど
の
説
明
板
の
石
柱
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

（
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
）
電
話
２-

２
１
２
６

植物の多様性が評価されている

大満寺山系の乳房杉平成22年9月から北小学校となる現中村中学
校 （4月から 9月までは現中村小学校を使用）

デザインの趣旨

８個の丸印は伊後、西村、湊、中村、元屋、

飯美、 布施、 卯敷の地区を表現して、 その

８つの地区がつながり、 子供たちが未来へ羽

ばたくように願を込め、 小学校なのでかわい

らしい感じにしました。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
に
向
け
て

岩
石
（
隠お
き
へ
ん
ま
が
ん

岐
片
麻
岩
）
の
紹
介

Vol.６

隠岐片麻岩（おきへんまがん）

隠岐片麻岩を利用した
文化財説明板

�
入
選�

倉
谷　

寛
さ
ん　

宮
西
義
雄
さ
ん

総
合
型
地
域
�
�
�
�
�
�
�
�

名
称
募
集
�

●
応
募
締
切 

平
成
22
年
１
月
13
日
（
水
）
●

入
賞
者
に
は
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
●
応
募
方

法
●
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号
、
応

募
名
称
、
名
称
の
意
味
、
又
は
理
由
を
ご
記

入
の
上
、
官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
，
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ  

隠
岐
の
島
町
今
津

３
４
６
番
地
２　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会

内　

隠
岐
の
島
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会　

電
話
２-

２
１
２
６
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隠岐の島町図書館
電話 08512-2-2341 ＦＡＸ 08512-2-9198

●開館時間10 時～18 時 ●閉館日 (月曜日・第3日曜日・祝日)
※祝日が月曜、第 3日曜と重なった場合は翌日も閉館

読書会が表彰されました！

西郷読書会が、島
根県読書推進運動協
議会から「読書推進
運動功労者」として
表彰されました。
西郷読書会は、昭

和 58年に発足以来、28年間にわたり、年間６～８
冊の本を読み、例会を開催して感想の話し合いを
行ってこられました。
その長年継続した活動が評価され、今回の表彰と

なりました。おめでとうございます。

まちのアーティスト展出品者募集中！

図書館の展示コーナーでは『町のアーティスト展』
として、町内でものづくりをされている方の作品を展
示しています。
今まで、パッチワーク作品や織物、木工品、絵画など、

いろいろすてきな作品を飾らせていただきました。も
のづくりをしておられる方の情報をお待ちしています。

蔵書点検ボランティアの募集

今年も 2 月頃に図書館の蔵書点検（本の総点検・
清掃など）をする予定ですが、その際に手伝って
いただけるボランティアの方を募集しています。
日程等の詳細はまたお知らせ便などでお知らせし
ます。

年末年始の休館について

図書館は12月 28日（月）から1月 4日（月）まで

休館いたします。皆様にはご迷惑をおかけしますがよ
ろしくお願いします。

お
互
い
に
学
び　

出
会
い
を
大
切
に

〜
人
そ
れ
ぞ
れ
に
深
く
関
わ
る
人
権

・
同
和
問
題
や
課
題
を
〜

講
師
�
徳
島
県
同
和
地
区
青
少
年
団
体
連

絡
協
議
会
事
務
局
�
大�

�
�
�湾�

昇
�
�
�

氏
�
迎
�
�
�
第

93
回
島
根
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会
連
合
会

�
隠
岐
�
�
�
�
�
研
究
集
会
�
10
月
10
日
開
催

�
�
�
�
�
�

知
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
知
ら
な
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
そ
れ
を
な

く
す
た
め
に
人
権
教
育
や
同
和
教
育
が
大
切

に
な
っ
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
最
初
に
心
理
テ
ス
ト
が
始
ま

り
ま
し
た
。
参
加
者
に
５
種
類
の
動
物
の
う

ち
一
つ
だ
け
選
ば
せ
、
選
ん
だ
動
物
に
よ
り

「
お
金
が
一
番
大
切
な
人
」「
愛
が
一
番
大
切

な
人
」
な
ど
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

頷
い
た
り
時
に
は
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
先
生

人権問題について語る大湾氏

の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
動
物
と
結
び
つ
く

答
え
が
入
れ
替
え
て
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
れ

も
そ
の
こ
と
に
は
気
付
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
や

危
険
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

偏
見
�
差
別
�
根
本
�
�
人
�
弱
�
�

ま
た
、
紙
芝
居
で
は
、
一
度
差
別
や
偏
見

に
つ
な
が
る
よ
う
な
慣
習
が
定
着
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
後
で
も
、
差
別
が

残
り
続
け
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

「
偏
見
や
差
別
の
構
造
の
根
本
的
な
部
分

は
、「
人
の
弱
さ
」
で
す
。「
自
分
の
弱
さ
」
を

隠
す
た
め
に
自
分
よ
り
立
場
の
弱
い
人
を
作

ろ
う
と
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
世
の

中
に
反
映
さ
れ
差
別
が
残
っ
て
い
る
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

大
湾
氏
自
身
、
被
差
別
地
区
出
身
で
あ
り
、

そ
れ
を
隠
そ
う
と
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
自
分
と
向
き
合
い
、
様
々

な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
の
監
督
を
務
め
た
り
学
習

会
を
企
画
す
る
な
ど
青
少
年
に
も
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

人
権
問
題
・
同
和
問
題
に
関
す
る
研
修
は

一
度
受
け
た
か
ら
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
豊
か
な
感
性
や
人
権
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
研
修
会
や
学
習
会
に
進
ん
で

参
加
し
た
い
も
の
で
す
。
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しごとの現場

顔
輝
�
福
祉
�
�
�
�
�

笑
地
域
�
安
心
�
�
暮
�
�
�
�
�

社
会
福
祉
法
人 

�
�
�
�
五
箇 

施
設
長

池
田 

眞
理
香�

�
� 

�
郡
在
住
�

趣味活動には、 大勢の人が集まる

●写真説明　①池田眞理香さん

②弁当の配食サービス ③リフ

ト車による移送サービス ④パ

ワーリハビリ活動

3

12

4

福
祉
�
生
活
�
�
�
�

北
方
の
田
園
地
帯
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た

佇
ま
い
を
見
せ
る
介
護
保
険
事
業
所
「
ふ

れ
あ
い
五
箇
」。

玄
関
を
入
る
と
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
元

気
な
あ
い
さ
つ
が
響
き
ま
す
。

ひ
と
き
わ
活
気
の
あ
る
こ
の
施
設
を
ま

と
め
る
池
田
眞
理
香
さ
ん
は
、「
福
祉
に

休
み
は
な
い
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
年

中
無
休
の
体
制
で
行
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
福
祉
は
、
生
活
そ
の
も
の
で
す
。
必

要
だ
と
い
う
人
の
要
求
に
す
ぐ
応
え
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。」

と
語
る
池
田
さ
ん
、
年
末
年
始
も
休
ま

ず
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
理
由
は
こ
こ
に
あ

り
ま
し
た
。

要
望
�
応
�
�
努
力
�

こ
の
施
設
で
は
、
町
で
唯
一
、
リ
フ

ト
車
を
使
っ
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ

る
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
ま
ま

で
、
自
宅
か
ら
病
院
等
に
通
院
で
き
る

た
め
、
利
用
者
に
大
変
好
評
と
の
こ
と
。

「
た
だ
、
一
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は

町
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
施
設
ど
う
し
の
連
携
に
よ
り
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
。」
と

意
欲
を
覗
か
せ
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
利
用
者
に

あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
創
作
活
動
を

行
う
「
い
き
い
き
班
」、
専
門
機
器
を
使
用

し
て
機
能
回
復
を
行
う
「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ

リ
班
」、
認
知
症
の
方
が
小
グ
ル
ー
プ
で

ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
「
お
楽
し
み
班
」
等

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

地
域
�
支
�
�
福
祉

「
食
は
在
宅
福
祉
の
要
」
と
３
６
５
日
休

ま
ず
行
う
配
食
サ
ー
ビ
ス
。
届
け
る
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。
地
域
に
根
ざ

し
た
施
設
だ
か
ら
こ
そ
、
人
の
つ
な
が
り
が

生
き
て
き
ま
す
。

「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
ん
な

障
害
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
め
ざ

す
福
祉
で
す
。小
さ
い
事
業
所
だ
け
れ
ど「
無

理
で
す
」「
で
き
ま
せ
ん
」
を
言
わ
な
い
福

祉
＝
「
断
ら
な
い
福
祉
」
を
心
が
け
て
い
ま

す
。」
と
語
る
池
田
さ
ん
、
多
忙
な
毎
日
の

中
に
あ
っ
て
も
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

池田 眞理香（いけだ まりか）さん 

隠岐の島町郡出身。大学で福祉を学
ぶ。昭和５０年５月、仁万の里開設
時に指導員として勤務。平成８年、
五箇村社会福祉協議会指導員。平成
１２年、同事務局長。
平成１６年から社会福祉法人ふれあ
い五箇施設長。
山田洋次監督を尊敬し、寅さんを他
人とは思えず次女にさくらと名付け
るほどの人情派。



13

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

各 種相談窓口 お気軽に
ご相談ください！

●発熱相談センター
隠岐保健所
電話 2-9900 平日 9:00 ～ 17:00

●児童相談・保育所相談
隠岐の島町児童福祉係
電話 2-8577 平日 8:30 ～ 17:00

●ふくしなんでも相談
隠岐の島町社会福祉協議会　
電話 2-0685 平日 8:30 ～ 17:00

●生活保護相談・母子相談
隠岐の島町福祉事務所
電話 2-8561　平日 8:30 ～17:00

●島根いのちの電話
社会福祉法人島根いのちの電話事務局
電話 0852-32-5985 毎日 9:00 ～ 22:00

●警察の相談窓口電話
被害者相談 電話 0120-556-491 
悪質商法  電話 0852-27-4649

●隠岐法律相談センター ( 有料 )予約受付
電話 0852-21-3450
※前日17時までに予約がない場合は開催しません。

平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
〝
農
林
業
の
国
勢
調
査
〞
と
い
わ
れ
る

「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役

立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め

て
大
切
な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様

の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
問
�
合
�
��

隠
岐
�
島
町
役
場

企
画
財
政
課�

電
話 

�-

�
�
�
�

ふ
る
さ
と
の
高
校
で学
び
ま
せ
ん
か

隠
岐
の
島
町
で
は
今
後
も
生
徒
数
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

隠
岐
高
校
と
隠
岐
水
産
高
校
で
は
県
外
か
ら

の
入
学
生
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

更
な
る
活
性
化
の
た
め
に
、
隠
岐
の
島
町
出

身
の
方
の
お
子
さ
ま
や
お
孫
さ
ま
の
入
学
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
一
般
選
抜
出
願
期
間

平
成
22
年
１
月
29
日
〜
２
月
５
日　

�
学
力
検
査　

平
成
22
年
３
月
９
日

�
�
問
�
合
�
��

隠
岐
高
校　

℡
２-

１
１
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.shim

anet.ed.jp/oki/

隠
岐
水
産
高
校　

℡
２-

１
５
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.shim

anet.ed.jp./okisui/

県
外
�
�
�
入
学
生
�
�
�
�
�
�

�
隠
岐
高
校
�
年
生
�

「
出
身
地
と
は
違
う
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
晴

ら
し
い
環
境
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
地
域
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て

大
変
よ
か
っ
た
。
自
分
自
身
も
こ
の
学
校
で

随
分
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。」

�
隠
岐
水
高
�
年
�

「
僕
は
海
洋
シ
ス
テ
ム
科
エ
ン
ジ
ニ
ア
コ
ー

ス
で
学
ん
で
い
ま
す
。
兄
は
専
攻
科
機
関
科

で
学
び
、
す
で
に
二
級
海
技
士
筆
記
試
験
に

合
格
し
て
い
ま
す
。
僕
も
専
攻
科
に
進
学
し

大
型
船
に
乗
り
、
将
来
は
隠
岐
水
産
高
校
の

先
生
に
な
る
の
が
夢
で
す
。」

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
誕
生

（
氏 

名
）  

（
地
区
） 

（
保
護
者
）

小
野   

美み
は
る晴 

原
田 

小
野
昌
治

平
田   

塁る
い
む夢 

栄
町 

平
田　

稔

お
く
や
み

（
氏 

名
） 

（
地
区
） 

（
年
齢
）

村
上 

重
光 

代 

86
歳

村
上 

敏
彦 

西
田 

71
歳

（
敬
称
略
）

※
11
月
30
日
ま
で
の
申
込
み
受
付
分

隠岐高校校舎

隠岐水産高校校舎
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砂
原
秀
遍
氏
、

ふ
る
さ
と
に
書
を
寄
贈

今
年
10
月
に
隠
岐
の
島
町
名
誉
町
民
と
し
て

顕
彰
さ
れ
た
東
寺
第
２
５
６
世
長
者
の
砂
原
秀

遍
氏
よ
り
、
合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
、
書
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

砂
原
氏
は
、
日
本
書
道
協
会
九
段
の
書
家
で

も
あ
り
、
日
本
書
道
家
連
盟
顧
問
、
全
日
展
副

理
事
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
氏
の
書
は
、
次

の
２
点
で
す
。

�
弘
法
大
師
�
風
信
帳
�
全
紙
��

�
弘
法
大
師
�
進
柑
子
表
�
部
分
��

こ
の
内
、「
風
信
帳
」
は
、
空
海
が
最
澄
に

宛
て
た
手
紙
３
通
を
集
め
て
１
巻
と
し
た
も
の

で
、
１
通
目
の
書
き
出
し
が
「
風
信
雲
書
…
」

しみながら悪質商法を防止楽

で
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
古
来
よ
り
「
風
信
帖
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。（
原
書
は
東
寺

が
所
蔵
・
国
宝
）

「
風
信
帖
」
は
、
隠
岐
島
文
化
会
館
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（上）進柑子表

（右）風信帳

悪質商法撃退かるた完成

「かるたで遊びながら悪質商法の手口な
どについて知り、被害を防いでほしい」と、
隠岐の島町消費者問題研究協議会により「悪
質商法撃退かるた」５０組が制作され、町内
の老人クラブや福祉施設、学校、公民館等
で広く活用してもらうよう配布されました。
同かるたは、消費生活アドバイザーの橋

本貴美子さんの原案をもとに、風待ちスタ
ジオの広江政仁さんが描画、消費者問題研
究協議会のメンバーで製作されたものです。
●お問い合わせ

隠岐の島町消費者問題研究協議会事務局

（役場企画財政課内　２－８５６６）

お問い合わせは　　　2-0220

ドリームフェスティバル開催中！
新規・機種変更で年末ジャンボ宝くじプレゼント中！

隠岐の島町原田1501-4
隠岐

お問い合わせは　　　2-0220 営業時間 9:00～19:00まで 定休日なし

地産地消でおいしいお米を食べましょう!

こめや米穀店 2-0900

隠岐の島町有木山崎18  代　表 繁浪只男  ＦＡＸ 2-0903

有木山崎

新米 5kg…2,300円
10kg…4,500円
15kg…6,500円

米作りの上手な優良農家から直接仕入れました。この時期だか
らこそ、お届けできる美味しいお米です。数量にも限りがあり
ますので是非、召し上がってみて下さい！

隠岐の島町内ならどこでも無料配達致します。お米の地方配送も
承ります（箱代サービス）。御注文、お問合せお待ちしております。

期間限定米期間限定米

 
隠岐の島町岬町中ノ津４－１
　　      08512-2-6566

 
要予約・一日一組様限定

送迎も致します。

�

�
詫
�
�
訂
正

前
月
号
６
ペ
ー
ジ
住
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
、
砂
本
清
一
さ
ん
の
お
名
前

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
左
記

の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤　

砂
川
清
一
さ
ん

　
　
　

←

正　

砂す
な
も
と本

清せ
い
い
ち一

さ
ん
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第一保育所
隠岐の島町西町大城の一、１６番地９

電話2-0510

第二保育所
第二夜間保育所
隠岐の島町下西吉賀下１６６番２

電話2-0129

乳児保育所
隠岐の島町西町大城の一、１６番地８

電話2-0774
隠岐共生学園

予約受付中（０才児から５才児）
いつでも見学できます

平成22年度
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報
隠
岐
の
島
1
月
号
 (通
算
第
6
3
号
) ■
編
集
/
発
行
 隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

〒
6
8
5
-8
5
8
5
 島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
城
北
町
1
番
地
 TEL(0

8
512

)2
-2111(代

表
) FA

X
(0
8
512

)2
-6
0
0
5
  表
紙
題
字
　
脇
田
泰
造
氏
(下
西
)

隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

:http://w
w
w
.tow

n.okinoshim
a.shim

ane.jp/
代
表
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

:jouhou@
tow

n.okinoshim
a.shim

ane.jp

1 日 金 元旦　図書館休館

2 日 土 図書館休館

3 日 日 図書館休館

4 日 月 役場仕事始め　図書館休館

5 日 火 あったかスクラム（教育委員会）

6 日 水 消防出初式

7 日 木
8 日 金
9 日 土
10 日 日 牛突き初場所大会　14:00 ～（モーモードーム）

11 日 月 成人の日 図書館休館

12 日 火 図書館休館

13 日 水
14 日 木
15 日 金 今津のとんど　午前 7時頃～（今津港）

16 日 土
17 日 日 図書館休館

18 日 月 図書館休館

19 日 火
20 日 水
21 日 木
22 日 金
23 日 土
24 日 日
25 日 月 図書館休館　

26 日 火
27 日 水
28 日 木
29 日 金

隠岐法律相談センター　13:00 ～15:00（隠岐
島文化会館）※有料・要予約　予約先℡0852
－21－3450

30 日 土
31 日 日 第 32回隠岐の島町バスケットボール選手権大

会 (総合体育館 )

▼
「
煮
干
し
」
を
か
じ
る
こ
と
が
職
場
で

ひ
そ
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
仕
事

の
合
間
に
お
菓
子
を
つ
ま
み
す
ぎ
た
せ
い
か

痛
風
発
症
の
目
安
と
い
わ
れ
る
尿
酸
値
と
中

性
脂
肪
が
年
々
コ
ツ
コ
ツ
と
上
昇
を
続
け
、

今
年
の
健
康
診
断
の
危
機
的
な
値
に
が
く
然

と
し
始
め
た
〝
断
菓
子
〞
の
副
産
物
で
し
た

が
、
料
理
の
ダ
シ
を
と
る
た
め
に
使
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
そ
の
ま
ま
か
じ
っ
て
も
塩
加
減

が
絶
妙
で
か
な
り
の
美
味
。
体
重
も
１
カ

月
で
３
㎏
減
る
と
い
う
成
果
が
あ
が
り
ま
し

た
。
今
後
も
続
く
菓
子
欲
と
の
戦
い
に
勝
つ

べ
く
「
煮
干
し
」
は
晩
酌
の
あ
て
に
も
採
用

予
定
で
す
。（
S
）

▼
２
０
０
９
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
今
年
も
、
取
材
を
通
し
て
、
多
く
の
人

た
ち
に
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
を
元
気
に
し

よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
の
姿
に
感
動
を

覚
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
の
感
動

を
誌
面
に
表
現
し
、
皆
様
と
共
有
で
き
れ
ば

と
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
稚
拙
な
表

現
故
、
充
分
に
伝
え
き
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

迫
り
く
る
校
了
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に

怯
え
つ
つ
も
、「
手
に
と
っ
て
、
見
て
も
ら
え

る
広
報
」
へ
の
こ
だ
わ
り
だ
け
は
持
ち
続
け

て
い
き
た
い
と
思
う
年
の
瀬
で
し
た
。（
Ｎ
）

隠岐の島町行事予定1月

人口と世帯数
平成 21年12月1日現在
人 口 16，069 （-2）人
男 7，653 （+0）人
女 8，416 （-2）人
世帯数 7，355 （+6) 世帯
※括弧内は前月比

役場年末年始の窓口業務について
年末年始の期間（１２月２９

日～１月３日）役場は閉庁とな
りますが、戸籍届出（出生・死亡・
婚姻・転籍等）については役場
本庁、各支所の宿日直担当職員が
対応いたします。（中出張所は宿
直がありませんので対応できま
せん）

庁舎の表玄関は閉まっており
ますので、ご用の際は裏玄関か
らお入りください。

※ごみ収集、水道
当番事業者につい
ては、１２月１７日
発行のお知らせ便
をご覧ください。
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